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第66回“社会を明るくする運動”作文コンテスト受賞者のご紹介第66回“社会を明るくする運動”作文コンテスト受賞者のご紹介

「謎の国、諏訪の国」「謎の国、諏訪の国」

　第66回“社会を明るくする運動”長野県作文コンテストに、今年度も町内の小中学校から354点の多くの
応募をいただき、20作品が町のコンテストで入選しました。さらにその中から８作品が長野県作文コンテス
トに推薦され、南小５年の髙山咲季さんが審査会委員長特別賞を受賞、社中１年の小河原若奈さんが入選しま
した。

　１月23日（月）吉本興業 東京本部に於いて、諏訪エリア観光
ブランド「諏訪の国」の平成29年度観光キャンペーン発表会が
おこなわれ、平成27年から諏訪エリアの観光特使を務めるオリ
エンタルラジオの藤森慎吾さんも登場し、新しい諏訪エリアのキ
ャンペーンをお披露目しました。
　今回、藤森さんは『謎の国、諏訪の国』を語る「ストーリーテ
ラー（語り部）」に扮し、諏訪にある「謎」を解き明かしていく
というコンセプトで諏訪エリアの神秘性や地域性を発信していきます。
　藤森さんが紹介する「謎」の中には、「御射鹿池（みしゃかいけ）」や「縄文のビーナス」、「岡谷シルク」な
どのコンテンツが盛り込まれており、観光資源の豊かな諏訪エリアを「諏訪の国」という観光地域ブランドの
もと、一貫性をもって発信していく狙いがあります。
　現在、YouTube等で公開中の「諏訪の国（suwanokuni.jp)」のPR映像と併せて地域内でのブランド活用
や気運の醸成を図りながら、地域一体となった観光キャンペーンを展開していく予定です。
　藤森さんが紹介する「謎の国、諏訪の国」は諏訪地方観光連盟の「諏訪観光ナビ（suwa-tourism.jp）」に
て現在公開中です。

　町では、１月27日に表彰式が行われ、町長から受賞者へ賞状が授
与されました。
　また、長野県作文コンテストに推薦された方には、作品を朗読し
ていただき、あいさつや気づかい、家族のことなど、様々な視点で
「社会を明るくする」にはどうすればよいか、みなさんが真剣に考
えていることが強く伝わり、朗読の後はひとりひとりに大きな拍手が贈られていました。

◎長野県作文コンテスト
【審査会委員長特別賞】
　髙 山　咲 季　南小５年
【県入選】
　小河原 若 奈　社中１年

◎下諏訪町作文コンテスト
【下諏訪地区更生保護女性会長賞】
　宮 坂 なつみ　南小６年
　小 口 あやね　社中２年
【長野県推薦作品】
　野 田　陽 月　南小６年
　宮 坂　那 奈　北小６年 
　通 﨑　夏 帆　下中１年
　吉 池　咲 里　下中２年 
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【町入選】
山 岸　亮 晴　北小４年
島 田　怜 央　南小５年
雨 宮　綾 南　南小６年
井 上　綾 香　南小６年
中 村　悠 月　南小６年
小 口　祥 伍　南小６年
矢 沢　真 琴　下中１年
西 村　笑 和　下中１年
山 田 なずな　下中２年
笠 原　寧 々　下中２年
増 沢　加 那　社中２年
山 岸　滉 明　社中２年
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■問い合わせ 下諏訪町 住民環境課 生活環境係 電話27－1111（内線143）

■問い合わせ　諏訪地方観光連盟　電話52－4141

小学生のみなさん

中学生のみなさん

で諏訪エリアの観光をPR!!



13　広報 2017.4

しもすわフォトストーリー まちの話題を写真でご紹介します。

小正月の伝統行事

町の英語教育を視察
イタリアから視察団

寒さに負けず元気いっぱい駆け回る
秋宮スケートリンクで氷上祭

かわいいまゆだまづくり

多くのみなさまのご利用ありがとうございます
ゆたん歩 入゚館者10万人達成1/5

㈭
　ゆたん歩 ぱ、平成26年４月26日のオープン以来、
845日目で入館者10万人を達成し、10万人目の方と
その前後の方、計３名の方に町長より記念品が贈呈さ
れました。
　贈呈式には当日来館されていた多くの方も駆けつけ
３名の方を祝福していました。
　今後も多くのみなさまのご来館をお待ちしておりま
す。

　町が導入している英語の教授法「レシピ方式（ＰＬ
Ｓシステム®）」を同じく導入するにあたり、イタリ
アリモーネ市から視察団が訪れ、町内の学校、保育園
などの授業を参観しました。
　視察団の方々は、外国人講師が出すカードや問いか
けに、児童たちが素早く英語で回答する様子などを熱
心に視察していました。
※レシピ方式（PLSシステム®）･･･教科書を使わずカード
などの教材を使い、種類豊富な活動を組み合わせ、繰り返
しテンポ良くスピーディーに英語だけで授業を行う方式。

　天気にも恵まれ、約200人の大勢の方が秋宮リン
クで行われた氷上祭に集まりました。氷上祭では、そ
り引きゲームや氷上ボーリング、障害物競走などで参
加者が楽しんでいました。
　最後には希望者が昔ながらの下駄スケートを体験し、
ほとんどの子が立つこともままならず苦戦している様
子でした。

　町子育てふれあいセンターぽけっとで小正月の伝統
行事「まゆだまづくり」が開催され、９組の親子が体
験しました。
　ボランティアのぽけったーさんと町職員が用意した、
赤・緑・黄に色づけした生地を親子で思い思いの形に
形成、柳の枝に刺し、今年一年の無病息災などを願い
ました。
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